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１．まえ͕͖

近年，スϚートフォンに代表されるϞバイル端຤のݸ

人におけるීٴ状況は 80� を௒え（１），人ʑの生活にܽか

ͤないものとなっている．これらに౥載されているバッς

リーは，より長時ؒの࢖用に଱えられるよう年ʑ大༰ྔ化

しているが，Ϟバイルバッςリーを持ͪӡび，଍りない電

気をิうγーンも௝しくない．また，生活΍Ϩジϟー౳の

さま͟まなγーンにおいて，ன໷，԰内֎を問Θず電気が

ඞཁとされる時代をܴえており，気݉Ͷなく電気を࢖うこ

とができる電ݯがཉしいというཁ๬がࡏݦ化している．

一ํ，LEDর明のීٴ΍電気機ثのলエω化がਐみ，খ

電力でも࢖用できる機ثは૿Ճしており，গྔでもいいか

ら電気がཉしいと͡ײる機会が૿えている．

本ߘでは，このようなཁ๬に応えて開発した LiB-A*D	

E500（Ҏ下 E500）について，খܕ，ܰ ྔながら高品࣭な電

気ग़力（̎）΍エンジン発電機とのฒྻӡ転（３）なͲにより，

Ϣーβのさま͟まな࢖いউखに対応した技術について঺հ

する．

２．開発のͶΒ͍

2.1. 開発ίϯηプτ
日本において従དྷの発電機Ϣーβは，ݐઃݱ場なͲで

のর明用΍޻۩用電ݯ，もしくは֐ࡂ発生時のバックアッ

プ用్として発電機をߪ入している．したがって発電機の

ڧ用はՈఉ用というよりも業務用としてのҙຯ߹いが࢖

かった．これに対し，झຯのଟ様化に൐いグランϐング΍
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要　　旨

リν΢ムイΦンバッςリーとインバータϢニットを組み

߹Θͤることで，生活の中で࢖用されるさま͟まな電気機

E500	に対応可能な஝電機LiB-A*Dث を開発した．

本੡品は，෯広いϢーβ૚にडけ入れられるデβインと

い΍すさを໨ඪとしている．電気性能はインバータ技術࢖

により，高品࣭な電力څڙを可能とするとともに，ฒྻӡ

転΍アγストӡ転によりى動電力の大きな電気機ثにも対

応した．また，ϞノίックフϨーム構造によるܰྔथࢷフ

ルカバー構成を࠾用し，ڧ౓を֬อしつつ，খܕかつܰྔ

をୡ成した．Ճえて，ྫྷ ٫構造のޮ཰化およびフΝン഑ஔ

の最適化により，高い੩Ի性を࣮ݱした．

ABSTRACT

The rechargeable power source LiB-AID E500 was 
developed by combining a lithium-ion battery and an 
inverter unit to create a power source that can support 
various types of electrical equipment used in everyday 
life.

The goals for this product were a design and 
ease of use that can appeal to a wide range of users. 
The use of inverter technology provides an electrical 
performance that enables a high-quality power supply 
as well as parallel and assist operation support for 
electrical equipment with high-starting power. In 
addition, a lightweight resin full-cover configuration 
using a monocoque frame structure achieves a compact 
and lightweight form while at the same time securing 
strength. Furthermore, enhancement of the cooling 
structure efficiency and optimization of the fan layout 
realized a high level of quietness.
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ܰ自動車をར用したΩϟンϐングカーでの車中ധ΍ఱମ؍

ଌ，Իָ活動といった֎ग़ઌで電気をඞཁとするγーンは

広がる一ํである．਎近な生活に໨を޲けてみても，デジ

タルカϝラ΍デジタルϏデΦカϝラを࢖うことは日ৗ的

であり，中高年૚を中৺としたガーデニングྖҬでも電動

が用いられている．しかしこのような場߹でも，エン۩޻

ジン発電機は԰֎での࢖用に限られること，燃ྉの持ͪӡ

び΍，ΦイルなͲのϝンςナンスがඞཁとなることなͲか

ら，࢖Θれるγーンには限りがある．

これら電気をඞཁとするさま͟まなϢーβのཁ๬に応

える電ݯは，খさく，ܰ く，੩かで࢖い΍すくするඞཁが

ある．また࢖用される環境もア΢トドア΍໺֎Իָ活動を

は͡めとする԰֎環境（Fig. 1）だけでなく，リϏングなͲ

の԰内΍ڱ所での࢖用に対しても࢖いউखの良さが求めら

れる．

本開発においてはʮ持ͪӡ΂る新しい電ݯのかたͪʯを

ίンセプトに

（１）	௚ײ的に࢖えるૢ࡞性

（̎）	さま͟まな電気機ثに対応可能な高電気品࣭

（３）	気ܰに持ͪӡͿことができる可ൖ性

を開発のͶらいとした．

2.2. σβΠϯ
E500 は電気をڅڙする੡品として，Fig. 2(a)にࣔす

Honda の信པ性の高いॳ代発電機E300 のイϝージをར用

し，ʮNeo	.odern	Compact	DesiHnʯをデβインίンセプト

とした．ʮNeo	.odernʯとは，ݹくからな͡みのあるܗに

Ϟダンなܗ状ॲཧをࢪすことで新しくも਌しみ΍すいଘ

状によるܗとすることである．これに構成部品の഑৭とࡏ

ʮCompactʯデβインをՃえることで，਌しみ΍すく気ܰに

持ͪग़したくなる֎؍デβインをͶらった．

ઌ行デβインは Fig. 2(b)にࣔすように，E300 のܗ状を

もとにγンプルな໘࣭と構成で࡞り，優しい丸みとエッジ

を組み߹Θͤたϝリϋリある端຤ॲཧをした．また，લ後

パωルのϝインカラーと中৺部のグϨーの組み߹Θͤと，

֯の丸みを大きくとるܗ状とし，ʮNeo	.odern	Compact	

DesiHnʯを表ݱした．

このઌ行デβインをもとにྫྷ٫性΍ྔ産性，ίンセント

パωル΍ϋンドルの࢖い΍すさを޲上さͤ，Fig. 2(c)にࣔ

すE500 を࢓上げた．

カラーバリエーγϣンは Honda パワープロダクツの৅

௃である੺にՃえ，自ݾ主ுがগなく൚用性の高い白とࠇ

をઃఆした（Fig. 3）．

これらのޮ果により෯広いϢーβが，さま͟まなγーン

で E500 を࢖うことをイϝージし，活用することをͶらっ

ている．

2.3. シεςϜ構成とಛ௃
E500 は Fig. 4にࣔすように，主な機能としてڅ電機能

とॆ電機能を有する．څ電部はさま͟まな機ثに対応でき

るようަ流ग़力ίンセントを౥載するだけでなく，Ϟバイ

ル端຤をॆ電できるよう௚流ग़力6SBϙートも౥載した．

ॆ電部（500	H）は，本ମをܰྔ化するため別ମとし，Ոఉ用

ίンセントॆ電ثだけなく，自動車のアクセαリιέット

ॆ電ثの྆ํが઀ଓ可能な構成としている．

Fig. 1   Image of using the E500

Fig. 2   Design concept

Fig. 3   Color variations

Fig. 4   E500 major functions
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（３）	ܰ （ྔ5.3	kH）でڧ౓の高いϞノίックフϨーム構造

（̐）	খܕ，௿૽Ի化を࣮ݱした最適ྫྷ٫機構

３．技術঺հ

3.1. ϢーβΠϯλϑΣーε
ίンロールパωルの֎؍を Fig. 6にࣔす．Fig. 6(a)は

電時にඞཁなϘタンと表ࣔ部を഑ஔした正໘パωルをڅ

ࣔし，Fig. 6(b)はڅ電લのセットアップ時のみ࢖用するス

イッνと઀ଓ端子を഑ஔしたଆ໘部をࣔす．

Ϙタン഑ஔは，ϢーβインタフΣースの原ଇ（̐）にͮج

き，ૢ からӈへと഑ஔすることで人ࠨॱংにしたがって࡞

がೝࣝし΍すい構成としている．さらに໎いなくスムーζ

なڅ電動࡞が行えるよう，電ݯϘタン（ԁܗ）と AC	O6T

Ϙタン（四֯ܗ）のように֎ܗܗ状にҧいを持たͤ，Ϙタン

のؒに 6SB ϙートを഑ஔすることで，Ϣーβが௚ײ的に

．できるようにした࡞ૢ

中ԝ部には電஑ྔ࢒と電気のग़力状況，ҟৗを஌らͤる

౮なͲを集中഑ஔすることで，一໨でࠂܯ E500 の࢖用状

況を֬ೝできるようにした．

Ճえて Fig. 7にࣔすように，ίントロールパωル表໘に

エンϘスܗ状をࢪしたϝンブϨンとタクトスイッνの࠾用

ですっきりとした֎؍とૢײ࡞をཱ྆した．

3.2. ͞ま͟まిثػؾ΁のରԠ
さま͟まな電気機ثに対応できるよう，E500 ではฒྻ

ӡ転，およびこれを֦ுしたアγストӡ転，二つのϞード

でӡ転を可能とした．これらの二つのϞードは，AC	O6T

Ϙタンのԡし時ؒによってબ୒できる．

3.2.1. ฒྻӡస
E500 でফඅ電力の大きな機ثを࢖用する場߹，څڙ電

力がෆ଍するέースがある．E500 はฒྻӡ転技術（３）を用

いることで，Fig. 8にࣔすようにط販のઐ用ίードを઀ଓFig. 5   System configuration

Fig. 6   Control panel design

Table 1   Specifications of the E500

Item

Output AC voltage (V)

Frequency (Hz)

Rated output power (VA)

Maximum output power (VA)

Output DC voltage (USB) (V)

Rated output power (USB) (W)

Dimensions (L/W/H) (mm)

Mass (kg)

Sound power level (dB)

Battery capacity (Wh)

Specification

100

50/60

300

500

5

10 (5 × 2)

266 × 182 × 248

5.3

LWA 42

377

E500 のγスςムを Fig. 5に，׬成機ॾݩを Table 1に

ࣔす．リν΢ムイΦンバッςリーとインバータϢニット，

6SBϢニットを組み߹Θͤ，ަ 流 100	V と௚流 5	V をग़

力できる構成とし，室内΍໷ؒでも࢖用可能な੩Ի性の高

い電ݯを࣮ݱした．E500 の۩ମ的なಛ௃はҎ下である．

（１）	௚ײでΘかるインタフΣース

（̎）	ฒྻӡ転，アγストӡ転によるさま͟まな電気機ثへ

の対応
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するだけで二୆෼の電力をڅڙすることができ，一୆の

E500 では電力がෆ଍するέースにも対応した．

3.2.2. Ξシετӡస
電気機ثの中には，	Ϟータのように࢝動時に機ثに記載

されているఆ֨ফඅ電力を௒える電力をඞཁとするもの

がଘࡏする．それらの機ثを࢖用する発電機Ϣーβにとっ

て，機ثの࢝動電力はエンジン発電機のબఆج४であり，

場߹によっては，より大きなग़力のエンジン発電機をબば

͟るをಘない場߹がある．これに対し E500 では，自社੡

エンジン発電機（インバータ内ଂ）とฒྻӡ転をしながら，

Ϛスタとなるエンジン発電機のڅڙ電力をิう，アγスト

ӡ転を可能とした．

E500 とエンジン発電機のฒྻӡ転時のग़力෼୲を
Fig. 9(a)，アγストӡ転時のग़力෼୲を Fig. 9(b)にࣔす．

୯७なฒྻӡ転では，機ثの࢝動時だけでなくその後の機

のӡ転中にもث E500 のバッςリーからの電力をফඅする

こととなるが，アγストӡ転を用いれば，E500 は࢝動時の

୹時ؒだけアγストग़力すればよく，	バッςリーの電力を

ޮ཰的にར用できる．

アγストӡ転を࣮ݱするためには，ઌにड़΂たฒྻӡ転

の΄かに，アγスト開࢝のタイϛングݕग़，څڙ電力のௐ

੔がඞཁになる．Fig. 10にࣔすように電気機ثがى動する

．みが発生するࠐにはエンジン発電機のग़力電ѹのམͪࡍ

この電ѹのམͪࠐみが，あるしきい஋Ҏ下となったことを

ग़すると，E500ݕ はアγストग़力をおこなう．アγストӡ

転時は通ৗのฒྻӡ転とҟなり，E500 とエンジン発電機

のڅڙ電力バランスをۉ一にͤず，機ثに流れる電流஋に

応͡て E500 のग़力電ѹを変化さͤ，エンジン発電機のෆ

଍電力෼をアγストする．

ग़力 700	 8 のϞータを内ଂした電気機ثを，ఆ֨

900	 VA の自社੡エンジン発電機（E69i）に઀ଓしてى動

したࡍの発電ग़力の変化を Fig. 11にࣔす．ここではエン

ジン発電機のڅڙ電力が機ثの࢝動にඞཁな電力に౸ୡし

ないため，エンジン発電機はաෛՙによりఀࢭする．よっ

てこのエンジン発電機だけではこの電気機ثを࢖用できな

Fig. 9   Parallel operation and assist operation

Fig. 10   Assist start timing

Fig. 11   Generator power shortage for 700 W load
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い．次に，同͡エンジン発電機を E500 でアγストӡ転し

た݁果を Fig. 12にࣔす．アγスト機能により機࢝ث動時

の E69i のෆ଍電力を E500 がアγストすることで，機ث

の࢖用が可能になった．

3.3. όελϒ型ϞϊίッΫ構造
E500 のフϨーム構造を Fig. 13にࣔす．খܕ，ܰ ྔ化を

おこなう一ํで，フϨームは電子部品をकる֨ࠎの໾ׂを

果たすඞཁがある．そこで，フϨームをアッパーカバーと

アンダーカバーの上下二部品で構成するϞノίックフϨー

ム構造（ܰྔथࢷフルカバー構造）とし，内ଂ部品をอޢし

つつڧ౓を高めるために，ܗ状をバスタブܕとした．この

，ఆされるඞཁなくݻ状によって，電子部品はωジ౳でܗ

自ཱが可能になり組ཱ性も޲上した．

さらに，ϞノίックフϨームのܗ状にίントロールパω

ル΍インバータ౳をࢧ持するための構造と，ྫྷ ٫෩の通࿏

を࡞りこんだ．その݁果として，໘߶性を高めることがで

きたため，ಛघなथࡐࢷを用いることなく，ܰ ྔかつ҆Ձ

で入ख性が良いϙリプロϐϨンを࠾用することができた．

構ػ٫ྫྷ .3.4
E500 は，バッςリーの௚流電ѹをަ流電ѹに変׵する

バッςリー΍インバータなͲの内部ଛࣦにより೤が発，ࡍ

生するため，ྫྷ ٫がඞཁとなる．E500 ではフϨーム構造

によるྫྷ٫とフΝンによるྫྷ٫の二छྨのྫྷ٫ख๏を࠾用

した．

3.4.1. ϑϨーϜ構造にΑるྫྷ٫
ྫྷ٫構造を Fig. 14にࣔす．ྫྷ ٫෩の入ޱを下部に，ग़ޱ

を上部にઃけることで，自વ׵気をଅすԎಥޮ果をར用し

た．さらには，インバータ部から発生した೤をۚଐέース

に఻えて์೤構造の一部とすることで，一ൠ的に用いられ

るώートγンクなͲの部品を૿΍すことなくे෼なྫྷ٫が

ಘられ，খܕ化とܰྔ化にد༩した．

3.4.2. ྫྷ٫ϑΝϯにΑるྫྷ٫
ޮ཰的なྫྷ٫をおこなうため，下記ࡾ点をઃ࢓ܭ様に൓

өした．

ɾ	 最も高Թとなるインバータ部品をྫྷ٫෩入ޱに഑ஔ

ɾ	 インバータ高Թ部の局所的なྫྷܦ٫࿏のܗ成

ɾ	 い空ؒでも෩ྔ֬อが可能なブロアタイプのフΝンをڱ

用࠾

フΝン動࡞時のᝑମ内における流れ場について数஋ղ

ੳした݁果を Fig. 15にࣔす．インバータの局所的な高Թ

部に集中的な流れをܗ成するとともに，バッςリーपғの

Fig. 12   Result of assist operation

Fig. 13   Monocoque frame structure

Fig. 14   Cooling air flow

Fig. 15   CFD analysis of internal air flow
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空気の଺ཹ๷ࢭが図られ，一つのフΝンでͶらい通りのྫྷ

٫෩の流れが࣮ݱしていることがΘかる．なおE500 では，

フΝンを内部Թ౓が上ঢした場߹のみ࡞動さͤることによ

り，フΝン動࡞による電஑のফඅを最খ限に抑えた．

これにՃえて，フΝンを׵気෩ग़ޱからԕいᝑମ内中

ԝに഑ஔして，フΝン動࡞時の࡞動Իをःณすることで，
Table 1にࣔす૽Ի஋L8A	42	dB の優れた੩Ի性能をୡ成

した．また Fig. 16，Fig. 17にࣔすように，同ఔ౓の༰ྔを

もつバッςリーを౥載した他社੡品とൺֱして E500 は໿

50�の࣭ྔと༰積を࣮ݱした．

みをおこなうことでҎࠐり࡞いউखを౿まえた࢖，しྀߟ

下をୡ成した．

（１）	௚ײでΘかるインタフΣース

（̎）	ฒྻӡ転，アγストӡ転によるさま͟まな電気機ثへ

の対応

（３）	ܰ ྔでڧ౓の高いϞノίックフϨーム構造

（̐）	খܕ，௿૽Ի化を࣮ݱした最適ྫྷ٫機構

LiB-A*D	E500 が人ʑの生活にدりఴう商品として，ま

た，お客様の生活そのものを広げる一ॿとしてさま͟まな

γーンで活用されることを期待したい．
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Fig. 16   Comparison of mass with competitors

Fig. 17   Comparison of volume with competitors
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４．まとめ

リν΢ムイΦンバッςリーとインバータϢニットの組み

߹Θͤによる஝電機LiB-A*D	E500 を開発した．デβイン

ίンセプトをʮNeo	.odern	Compact	DesiHnʯとし，਌しみ

΍すいデβインとした．また，お客様の࢖Θれるγーンを




